














































































































































































































































　体重減少率，発汗率では，女子4.36g/kg ･hr-1, 7.64g/kg ･hr' , 男子5.35
g/kg･hr‾1,9.27がkg･hr‾Iであったが，同じ室内競技のバレーボールなどと
も大差ないであろう。
　2.　寒冷下(厳冬期)のスキーでは，女子で0.08～0.09kg/hr,男子0.12
kg/hrとやはり小さな体重減少量で，体重減少率では女子1.5～2g/kg･hr＼
男子2g/kg･hｒlであった。
　夜間のナイターでは，それぞれ２倍以上の値であった。
　3.バドミントンプレーヤーの体脂肪率は女子16.5％，男子9.5%で
あった。
　4.連続の練習期間では，前後で2％程度の体脂肪率が低下する｢絞込
み｣がみられた。
　5.練習前後の体組成の変化，増減は，生体インピーダンスと体脂肪率，
体脂肪量は全く同パクーンで減少し，除脂肪量と体水分量も同パターンで
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増減あい混ざった結果を示した。
　この体脂肪量の減少が実際のものなのか，日内変動によるものか不明で
あり今後の課題とするが，「絞込み」などからも多少の体脂肪量の減少は
確かである。
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